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　今回の取材旅で新しく知ったことがふたつありました。
　ひとつは、市役所通りの拡幅計画をめぐって地元住民の方 と々行政当局が激しく対立した局面で、
北沢先生がその間に立って「円卓会議」を設け、沿道型街路整備の実施にこぎつけられたこと。そ
の場に立ち会われていた方々からのお話を聞くにつけて、感情がぶつかり合うような場でも穏やかさ
を失わず議論をリードしていかれた北沢先生は、「東大らしからぬ黒革ジャケットの先生」から、ま
ちの方々にとって揺るぎない同志になっていかれたのだと実感しました。
　もうひとつは、最近造り酒屋の蔵元や老舗旅館で若い世代が次 と々戻ってこられているということ。

「人間」と「時間」と「空間」の “ 三つの間 ” をつなぐのがまちづくりだ、語っていらっしゃったと
いう北沢先生が、何より喜んでくださることではないかと思います。
　そして今回、北沢先生のことも喜多方のまちも知らなかった修士の皆さんがこのまちと出会ってく
れるお手伝いが多少なりともできたことで、また新しい “ 間 ” が生まれ、広がってくれたらとても嬉
しく思います。

Follow Footprints of Prof. Kitazawa in Kitakata　　　
\

まちなかの足跡を探って   —喜多方から見えてくるもの—

　「地元」から見えてくるものがある－そう信

じて編集部が訪れたのは福島県喜多方市。

　北沢先生が育ち、晩年に深く関わってきたこ

の町にはどんな手がかりが遺されているのだろ

うか？ 元喜多方プロジェクトメンバーである

D2 土井さん、そして地元の方々の協力のもと、

取材を行った。

▲市役所通りを歩くメンバー。市役所通りは喜多方で北沢先生を振り返る際のひとつの鍵となる。

「訪喜」メンバーから
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　一年ぶりの PJ 遺産めぐりは、濃霧とまちの熱気が立ち込める喜多方へ。蔵の街と名高い喜多方
ですが、実は初めての訪問です。
　お世話になった北沢先生のことだから、と多くの関係者が集まり、思い出を語りました。夜の懇
親会では、ラーメンと地酒とお話を贅沢に堪能しました。北沢先生と 7 年間の PJ メンバー、そし
てその後も関わり続けた野原先生の功績が、都市空間や人々の中に強く刻まれていました。
　そして今回の訪問は、PJ のあり方を考える機会でもありました。まちあるきやマップといった PJ
の手法の多くは、喜多方の頃既に行われていました。都市デザイン研のまちづくり手法の中にも、
確かに北沢先生は生きていることに、気付くことができました。

　東京から鈍行列車をはるばる乗り継いでやっとたどり着いた喜多方。当時のプロジェクトの先輩
たちも最初はそうやって来ていたということを後で知り、東京を出た時から喜多方での足跡を辿る旅
は始まっていたのだなあと気づきました。
　大学が喜多方と関わっていたのはもうずいぶんと前のことなのに、今回お会いした当時の関係者
の方たちの口から、北沢先生のことはもちろん、野原先生や研究室の先輩たちのことがつい昨日の
ことの様に語られ、その成果がずっと活かされていることに驚きました。先生やプロジェクトで大勢
の学生が直接かかわっていた最盛期の様な強い繋がりはもうないのに、それを種としてこちらでは
ずっと活動が続いていて、新しい活動も生まれている。大学として地域に関わっていく意味の大きさ
を、身をもって知ることが出来た気がします。
　プロジェクトが終わってしまった今、学生が直接喜多方に関わることはないだろうと思いますが、
喜多方から学んだことを活かして、現在参加しているプロジェクトの地域でしっかりと足跡を残せる
ように活動していきたいです。

土井  祥子
D2

黒本  剛史
M2

神谷  安里沙
M1
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喜多方出発

東京着

野岩線・会津線経由で北上

ラーメン屋にて昼食

引き続き、小荒井まちあるき

居酒屋にて１次会開催

ラーメン屋にて２次会開催

女将さんから北沢先生の話を伺う

ラーメン屋にで朝食

ラーメン屋にて星さんと昼食

市役所にて小田付今昔物語展 見学

小田付・小荒井まちあるき

三津谷登り窯見学

取材スケジュール

笹屋旅館十八番部屋
笹屋旅館は、北沢先生や喜多方プロジェクトの
定宿で、この十八番部屋は北沢先生の定位置
だったとか。先生を良く知る女将さん曰く、先
生は宿ではおとなしかったらしい。
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  拡幅未実施区間

昭和電工
喜多方事業所

喜多方
市役所

喜多方駅

駅前通り

小荒井
小田付

三津谷登り窯
（約３km 先）

市 役 所 通 りふ
れ
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北沢先生と喜多方の関わりを探るべく、編集部は喜多方ま

ちあるきを実施した。県が整備に大きく関わった駅前通り

ふれあい通りでは、芳賀さんに案内していただいた。

喜多方まちあるき MAP

駅前
　通り

小荒井
地区

小田付
地区

◀駅前通りにある蔵庭（ポケッ
トパーク）。拡幅の際に中途
半端に余った土地を県が買い
取り、蔵庭として整備してい
る。蔵庭内には、電線地中化
に伴って地上に設置する必要
が生じたトランス（配電設備）
が置かれている。
なお、ここに使われている煉
瓦は喜多方・三津谷登り窯で
焼成されたものである。

▲景観協定を結んだときの中心メンバー
であった民芸店・あくた川。元々は全く趣
の異なるレンタルビデオ店だった。

▲景観協定によって統一感が保たれている町並み。道路整備以降、
新しい店も入ってきており、ふれあい通りは賑わいを呈している。

▼ふれあい通り沿い蔵庭。こちら
の蔵庭では、トランスを目隠しする
ための工夫が為されている。

◀ふれあい通りに並行する裏道。蔵を
裏から見られる個性的な道だが、舗装
が統一されていないなど課題が。

▼アーケード撤去にあたって、いち早
く店前のアーケードを取り払った茶舗・
島慶園を訪れ、当主の長島さんからお
話を伺う。

▲建築事務所「設計まちづくりテント」を
訪れ、喜多方でまちづくりを行う高橋さん
から、町についてお話を伺う。

◀景観協定を締結した
エリアから一歩出ると
大きな看板を出した自
動車販売店が出店。
　設計まちづくりテント
が設計を手掛けたラー
メンミュージアム &ラー
メン神社。

◀登録有形文化
財である三十八
間 蔵。38 間 に
わたって複数の
蔵が連なってい
ることからこう名
付けられた。

◀同じく登録有
形文化財の甲斐
本家蔵座敷。最
近になって市が
買い取ったが、
活用法は模索中
である。

◀古い建物が残る小田付のメインス
トリート。地元の活動の結果、道路
の縁石の撤去が実施されている。

▼古くからある道沿いには、水路が
残されている。

◀小田付では味噌樽に使
われていた木材などを使っ
て塀の修景が進められてい
る。野原卓先生もこの作業
を自ら行っていたそうだ。
▼南町 2850 プロジェクトに
よって修復された蔵。地元
の高校生が WS を重ねた結
果、絵本の蔵へと生まれ変
わった。

▼歴史的価値も認められる長屋。前
面の国道の拡幅が進められようとして
いるが、拡幅されるとこの長屋は立
退きを迫られることになる。

◀蔵を活用
した酒 店・
和飲蔵。店
主の星さん
にはインタ
ビューをお
願いした。

◀喜多方の蔵元の一つである大和川酒
造。喜多方プロジェクトメンバーの宿泊
用に蔵を貸してくださっていたらしい。
　染織工房れんがにも立ち寄り、喜多
方プロジェクトが活動していた頃の昔話
をお聞かせいただいた。

▼喜多方駅のそばにある大きい石蔵は長ら
く使われていなかったが、現在は農産物直
売所として活用されている。

◀喜多方駅前は市
によって整備が行
われている。喜多
方 駅 舎 は、2005
年 に 会 津 を 舞 台
に開催されたデス
ティネーションキャ
ンペーンをきっか
けとして、蔵をイ
メージしたデザイ
ンに改修されてい
る。

▼駅の観光案
内所には、な
んと 10 年 前
に喜多方プロ
ジェクトで制
作された「喜
多 方 蔵 之 地
図」が当時の
まま貼られて
いた。

▲駅前通り沿いにある丸見食堂。この基
本設計は北沢先生によって行われており、
建物の外壁には、北沢先生への謝意を表
す記念プレートが掲げられている。

市役所
通り

◀若喜商店で冠木さんに挨拶
を行う。こちらも登録有形文
化財だが、道路拡幅問題に揺
れている。

　若喜商店の対角に位置する
笹屋旅館。こちらは拡幅に伴
い、曳家で建物を移動した。

▲沿道の外観は、景観協定に基づいて、統一感のあるファ
サードとなっている。

三津谷
登り窯

▼拡幅済の区間（写真手前）と、
拡幅未実施の区間（写真奥）と
の境界。写真手前部分は幅員
２０ｍにまで拡げられており、
歩道も非常に広く採られている。

▼拡幅未実施区間のようす。
道路は両側拡幅が予定されて
いるが、写真左には喜商店の
歴史的価値の高い建物が並
ぶ。写真奥の交差点で交わる
のはふれあい通りである。

▼喜多方郊外には登り窯が現存。
市民有志によって再生され、蔵な
どに用いられる煉瓦を焼成してい
る。2013 年グッドデザイン・地域
づくりデザイン賞を受賞。

▼登り窯の
建屋外観。

芳賀  英次    さん
元喜多方建設事務所長

喜多方駅から北へと伸びる駅前通りでは、都市計画決定に基づいて整備が行わ
れ、幅員 20m へと拡幅された。拡幅に際しては、電線の地中化および、無散
水消雪（道路の下に這わせたパイプに地下水を流して雪を解かす消雪方式）の
導入が行われるなど、先進的な取り組みが実施された。また、道路整備と併せ
て景観協定が締結され、良好な景観づくりが行われている。駅前通りの整備経
験は、小荒井地区のふれあい通り整備に生かされている。

小荒井地区には、ふれあい通りと呼ばれる通りが南北に走っており、多くの店舗
が建ち並ぶ。ここにはかつてアーケードが存在したが、老朽化や景観上の問題
から、2008 年にすべて撤去された。アーケード撤去の際に積雪対策として無
散水消雪が住民の強い要望で導入されたほか、駅前通りと同じく電柱の地中化
や景観協定の締結も実施された。こちらの通りも拡幅が計画されていたが、駅
前通りで道幅を拡げすぎたという反省から、拡幅については見送られた。

田付川を挟んで小荒井地区と反対側に位置する小田付地区には、蔵や古い町並
みが比較的良好な状態で残されており、景観の保全や蔵の利活用の推進などが
進められてきた。2010 年には景観協定が締結され、また最近では伝統的建造
物群保存地区（伝建地区）の指定に向けた動きが進められている。なお、こち
らの地区では、駅前通りや小荒井の道路整備の結果も考慮して、無散水消雪の
導入は見送り、電線も地中化ではなく裏配線化とすることが決まった。
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1
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１日目昼食処：丸見食堂

１日目夜食処：伊藤食堂

2 日目朝食処：坂内食堂

▲金田洋品店にて、蔵を記録
し続けた金田実さんの本を見
せていただいた。

◀焼成され
た煉瓦。
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- まず、北沢先生との出会いについてお聞かせ
ください。
　北沢先生に初めて会ったのは 2003 年だっ

た。それまでは店をやってひとりで楽しんでい

たが、北沢先生が喜多方に来てからいろいろと

刺激を受けて、2003 年に小田付郷町衆会を立

ち上げた。翌年の 2004 年にはまちづくり寄

合所が小田付にオープンしたのだが、北沢先生

とまともにお話できたのはそのときが初めてか

もしれない。先生は「喜多方にはこれだけ蔵が

あるんだから、蔵を資源として使わない手はな

いでしょ？」ということを当時の市長を含めい

ろんな人に説いていたが、それが印象に残って

いる。

- これまでに小田付ではどのようなことがなさ
れてきたのですか。
　2004年以降、各種社会実験や高校生を巻き

込んだ取り組みなどを重ね、蔵のまちづくりに

向けた気運を醸成することをを目指してきた。

そうした活動が実を結び、2010 年には景観協

定が締結されている。

　北沢先生が亡くなってからは、中井祐先生や

西村浩先生に関わってもらいつつ、ブロック塀

の修景や蔵の修復など、町の中の景観の向上と

蔵の利活用に焦点を当てた取り組みを進めてい

る。

- 北沢先生と関わられたなかでどのようなこと
が印象に残っていますか。
　北沢先生とはお酒を飲みながらいろいろお話

したが、先生の晩年にはブータンのGNH（＝

国民総幸福量）の話をよく聞いた。でも一番強

く心に残っているのは、以前に北山利彦先生か

ら伝え聞いた北沢先生の言葉かな。『人間、時間、

空間の３つを結ぶのがまちづくりで、その３つ

の「間」を繋げることで幸せがつくられる』と

いうまちづくりのシンプルかつ美しい定義に出

会い、凄いって思ったんだよね。大事なのは金

を稼ごうとか経済的に成長しようということで

はないということを教えてくれて、私の価値観

を変えてくれた。

　それはさておき、喜多方のひとが北沢先生に

いちばん恩義を感じているのは市役所通り問題

かもしれない。当時、市役所前の道路の拡幅を

巡って住民側と行政側とで対立してしまい、本

当に話し合いが決裂しそうなくらい険悪な雰囲

気になっていた。そこに中立的な立場として

商工会議所、さらに仲裁役として北沢先生に

入ってもらったのだが、そのときに北沢先生は、

テーブルのこっち側とあっち側という区別を取

り払って円卓会議をしようと提案し、テーブル

を文字通り円く囲って穏やかに場を収めてくれ

た。結果として市役所通りの拡幅は道路周辺の

区画整理と併せて行われ、今の状態に落ち着い

た。２０ｍにまで拡幅する必要があったかとい

う議論は今でもされているが、この市役所通り

問題が決着したのは本当に北沢先生のおかげで

あり、あの場を見事に収めてくれた先生には足

を向けて寝られない。

- これからの喜多方のまちづくりには何が求め
られているのでしょうか。
　本当に蔵や町を守るには、素材や伝統工法、

それに職人が継承される文化をつくらねばなら

ない。北沢先生は、職人を「準公務員」にすれ

ばいい、ということをよく言っていたが、最初

のうちはやはり官費を投入して職人を育てなけ

ればならないと思う。せっかく市が甲斐本家を

買い取ったことだし、そこを練習場として蔵の

修復や保全を担う職人を育成し、喜多方で育っ

た職人を全国の蔵へ出稼ぎとして派遣するとい

う仕組みをつくりたい。

　それと今、小田付では伝建指定の話が進んで

いるが、伝建にしただけで人が来るようになる

わけではない。今好調な喜多方の造り酒屋のひ

とたちに観光蔵をしっかりと整えてもらって町

の回遊性を高めつつ、空き店舗をものづくりに

こだわるような人たちで埋めるというのが理想

的ではないだろうか。今の時代はネット販売が

活発になっているが、そのベースとなる実店舗

の集合体のような町になるといいなと思ってい

る。

　あと、伝建地区に指定しようとしているエリ

ア内に途中まで拡幅工事を進めてきた都市計画

道路があり、沿線に伝建調査の対象にもなって

いるような保存価値の高い建物が数棟残されて

いて、これらがある種対立している状況が発生

している。これについてどう折り合い付けるの

か、市のなかで方針が定まっていない。

　市役所通りの方でも若喜商店の辺りなど、ま

だ解決されていない箇所があり、解決が求めら

れるが、難しい局面にある。それを決着できる

人材が必要で、できるならもう一度北沢先生に

降臨してもらって「仲裁」をしてもらいたい。

■

喜
多
方
の
証
言
者
た
ち

　私と先生との最初の出会いは、2004年 7月 18日、初代まち

づくり寄合所の開所式の日だった。折しもこの日は、会津地方の

集中豪雨で、喜多方市内の河川の堤防が何カ所か決壊し、何十年

ぶりかの大災害で、日曜日であったにもかかわらず、喜多方建設

事務所は、てんやわんやの状態だった。本来であれば開所式に出

席する予定だったが、そういう状況だったので、私は災害復旧業

務の担当ではなかったが、建設事務所管内のパトロールの役目を

任され、その途中で、初めて先生に会った。その時の私の格好

は、ヘルメットに長靴、垢抜けしない県の作業着を着た工事現場

の「おっさん」であり、初めて会うというのに大変失礼な出で立

ちだった。

　その時の先生の印象は、何となく年齢よりは上に見えたし、大

変失礼な言い方をすれば、この方が東大の助教授なのかな…？と

いうような感じだった。ただ、名刺交換した直後、間髪を入れず、

「駅前は、どうなっているのかね？」と鋭く質問され、予想もし

ていなかった事態に、しどろもどろになったことを憶えている。

記憶力の極めて悪い私にしては、先生との最初の出会いは極めて

強烈な印象があり、今でもそのときの状況が目に浮かぶ。まさに

この時がその後の私の人生を変えてしまった、最初の衝撃的な出

会いでだった。

＊　＊　＊

　振り返ってみると、初めて先生に会って以来の５年間は、勝手

な言い方をすれば私が独占したように思う。一緒に仕事をした時

間、酒飲み等々いずれをとっても私が一番時間を共有したような

……。それこそ先生が命がけで毎日を生きていた貴重な時間を一

緒に過ごしたことは、何物にも代え難い貴重な財産である。

　喜多方建設事務所への転勤が無かったらたぶん先生には会って

いなかったと思う。喜多方への転勤が決まった時、2003年３月

であるが、ほんとうにがっかりした。理由は単純で、郡山の自宅

から遠いということと、そして初めての単身赴任を強いられると

いうことだった。「会津の三泣き」と言うが、まさにそのありが

たい経験をし、そして、北沢猛教授という人生の「師」に出会っ

た。喜多方の皆様にもほんとうにお世話になった。

　もし私が同じような病魔に犯され、余命３年と宣告されたと

き、先生のような生き方が自分にもできるのかと問いただしてみ

ると、その自信は全く無い。やはり、先生は素晴らしい。

　それから、朝出勤してから一番にする先生へのメールは私の日

課になっていた。それができない今はとても寂しい気分。

　「まちづくり」の「ま」の字も知らない、ど素人の私、勿論、「都

市デザイン」など勉強したことも無い一地方公務員。大学の教え

子でも、後輩でもない私をこんな私を根気よく、指導してくれ、

ある時は、叱咤激励、ある時は慰め、ある時は一緒に怒り、仕事

上だけでなく、ほんとうにお世話になった。

　個人的な話になるが、郡山での酒飲みになると「今日は奥さん

は来ないの？」と妻のことまでいつも心配してくれて、先生の人

間的な優しさには、ほんとうに心打たれた。また、一昨年長男を

亡くしたわけだが、その告別式にも会葬してもらった。ほんとう

は郡山まで来てもらえるような状況では無かったが、ほんとうに

申し訳無かった。

　実は、長男の命日は、６月１１日なのだが、先生が逝去したの

は１２月２２日、数字が息子の丁度２倍になっている。先生の誕

生日は忘れてしまったが、命日は、絶対に忘れられないと思う。

これも、ただの偶然とは、思えない。

＊　＊　＊

　長くなってしまったが、最後に、私が先生から頂戴した、あり

がたいお言葉、私はご遺言だと思っているが、確か二年くらい

前だったか、喜多方での何かの懇親会が終わり、二次会へ移動

する途中だったと記憶しているが、何かの話の中で、「芳賀さん

は、親友ですよ。」。身に余る光栄な言葉で、涙がでるほど、嬉し

かったのを憶えている。そして、昨年の３月、県庁への異動が決

まった時に、「芳賀さん、役所の中では絶対に目立たないように

……。」元地方公務員であった先生ならではの含蓄のある言葉だっ

た。私は、この二つの言葉を胸に、毎日、仕事に励んでいる。■

芳賀  英次 さん 星  宏一 さん

（2010 年 3 月　 芳賀英次さん執筆、一部変更）

　　多方に来て最初にお会いし

たのは元福島県職員で、喜多方

建設事務所長を歴任された芳賀

英次さんだった。北沢先生を人

生の師と仰ぎ、先生に対して人

一倍強い思いを寄せる芳賀さん

だが、ここでは北沢先生が亡く

なった翌年の春に芳賀さん自ら

が書かれた随想文を紹介した

い。

　　問２日目には、「和飲蔵」

の店主であり、小田付における

まちづくりの中心メンバーの一

人である星宏一さんにインタ

ビューをお願いし、様々なお話

をお聞かせいただいた。星さん

にはインタビューの後に三津谷

登り窯まで連れていただき、喜

多方の蔵やまちなみを支える煉

瓦に触れた。

喜 訪

インタビューの様子。蔵の２階にて。

福島県の土木技師として北沢先生や都市
デザイン研と深く関わった方。特に喜多方
建設事務所長時代にまちづくり構想の策
定や道路整備をリード。 

小田付で明治期の倉庫蔵をワインの蔵に
改装。町衆会をはじめ NPO まちづくり喜
多方、三津谷の煉瓦登り釜再生などさま
ざまな活動を中心的に担う。 

The Interview with Koichi HOSHI

星宏一さんインタビュー
The Essay Written by Eiji HAGA

芳賀英次さんの随想録

「芳賀さんは、親友ですよ。」

インタビュー後に訪れた三津谷登り窯
では、喜多方煉瓦會の加藤裕之さん
から詳しい説明をいただいた。
煉瓦はまちなかの蔵や土木構造物に
使われるなど、喜多方のまちを支え
る重要な素材であり、それを守るた
めにこの窯を活用していくことが必要
だという。

（聞き手：D2 土井・M1 松田・神谷・田中・中村　 編集：M1 中村）

登り窯を訪れる

▲窯の内部に入る編集部員 ▲加藤さんによる説明

まちあるき中の様子。駅前通りにて。
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冠木  紳一郎 さん

長島  慶司 さん

矢部  善兵衛 さん

伊関  聡 さん

　　多方の夜は、冠木紳一郎さん、長島慶司さんの協力のもと「北沢先生を偲ぶ会」を開

催し、北沢先生とご縁のある方にお集まりいただいた。会は北沢先生の人物像や功績、そ

れに喜多方のまちづくりについてなど、様々な話題で盛り上がった。

喜

小田付郷町集会の郷頭。電気設備の技術者でも
あり、デザイン研が設置した喜多方分室（「まち
づくり寄合所」）でもお世話になる。

喜多方随一の呉服問屋であった “ 大善 ” 家の当
主。32畳の蔵座敷は喜多方を代表する蔵のひと
つ。小田付郷町衆会の初代郷頭。

ふれあい通り仲町商店街の老舗茶舗「島慶園」
当主で、いち早くアーケード撤去を実施。景観ガ
イドラインの策定・運用にも中心的に関わる。

ふれあい通りと市役所通りの角に位置する醤油・
味噌醸造元の当主。特に市役所通り拡幅の議論
で北沢先生と深く関わる。

山本  裕司 さん

　　としても個人的にも北沢先生に大変お世話になったと
いう市役所職員の山本裕司さんにもお越しいただいた。山
本さんも会に参加していただく予定であったが、ご予定の
都合で会とは別に時間をいただき、お話を伺った。
　山本さんには後日に随想文を寄稿いただいたので、そち
らを紹介したい。

市
山本裕司さんの随想録 喜多方市都市計画課長として特に市役所通り

拡幅の議論の過程を北沢先生と共にした方。
現・山都総合支所長。

参加メンバー 順不同

◆北沢先生と出会ったきっかけ
　最初に北沢先生に会ったのは、総務課の秘書係長をしていた
２００１年に、市長の日程調整の中で、北沢先生との面談の日程が
設定となり、先生が喜多方市役所の秘書室に来た時でした。市長と
面談する前、秘書室で待っている時に、少しお話をさせてもらいま
した。
　東大教授ということで、どのような方が来るのかとドキドキして
いましたが、会ってみると、とても穏やかで優しい方で、話の内容
もとてもわかりやすく、また話し方も柔らかかったという印象が強
く残っています。
　後に都市計画の仕事に戻った時も、技術の事や制度の事など、と
ても丁寧に説明をしてもらい、私たちの目線でお付き合いさせても
らったと、心から感謝しています。
◆北沢先生の功績
　北沢先生には本当にお世話になりました。喜多方市の「まちづく
り」「都市計画」は、先生のおかげで、単なる国の補助基準に合致
させるという整備手法から、洗練された「アーバンデザイン」であ
りながら、地元の人たちに愛され、喜多方らしさにあふれるまちづ
くりに大きく変わったと思います。
　今行われているまちづくりは、全て北沢先生が中心となって話し
合ったことが基本となっていると言って過言ではないと思います。
その中で、私が大変お世話になり指導してもらった思い出深い事業
をいくつかご紹介します。
　まず初めに、都市計画道路 坂井四谷線（＝市役所通り）ですが、
交通量や路線の格付けから幅員２０ｍで都市計画決定がされており
ましたが、沿線のコミュニティー形成等の観点から、これだけの幅
員が必用なのだろうかという大きな議論となりました。なかなか明
快な理論的合意形成が難しかった時に、北沢先生が中心となりワー
クショップや懇談会を何回も何回も行って、結果して、その当時は
全国でもまだ事例が少なく（東北地方ではまだ前例がない）「沿道
整備街路事業」を導入しながら、沿線のコミュニティー形成が図り
やすい街路整備を行うことで合意形成がなされ、幸町工区（幸橋～
市役所前）を工事着手し、現在その西側の御清水工区を施工してい
るところです。
　二つ目は、景観計画とサイン計画の策定です。これは、将来の喜
多方の景観形成の基本となる重要なものであります。景観形成は、
多くの人を納得させるための、洗練されたセンスや感性と裏付とな
る高度な理論が必要だと思います。
　さらに、今回は景観計画策定より先に、まち中のサイン整備に国

の補助が採択となり、サイン計画を先に策定しなければならなく
なってしまいました。しかし、北沢先生の景観計画を視野に入れた
サイン計画策定の指導により、方向性が統一された計画策定並びに
サイン整備になったと思います。北沢先生がいてくれなければ、ま
とめきれなかったと思います。
　もう一つは、喜多方駅前広場の整備です。駅前広場は平成１６年
に都市計画決定を受けており、ＪＲで喜多方においでになるお客様
にとっては、喜多方の玄関口であり交通結節点という重要な施設で
すが、駅前地区との連携や景観等多くの検討課題があり、なかなか
まとめることができないでおりました。
　平成１６年、駅前を何とかしなければという機運が高まり、再再
度、駅前整備計画に着手しました。その時、東京大学の北沢先生の
研究室にお伺いし、基本的な事をいろいろ丁寧に教えてもらいまし
た。
　研究室に入ると先生は、「よく来たね。今日はどんな話？駅前広
場か。どれどれ………。」と、話をしてくれました。とても天気の
良い日で、明るい太陽の光と、心地良いような先生の穏やかなお話、
説明の中でとても充実した時間が過ぎていったことがとても強く印
象に残っています。
　思い起こせば、もっと多くの事が思い出されます。私ばかりでは
なく、その当時、喜多方のまちづくりに真剣に取り組んでいた皆さ
んが、北沢先生の人柄に感銘受け、多くの教授をもらったことが礎
となって、今、まさに北沢先生を中心に皆さんで話し合ったことが、
喜多方市のあちこちで具現化されています。
◆北沢先生との思い出
　北沢先生はとても忙しかったので、少しでも時間節約のため、車
で途中までお迎えや、お送りをしました。
　一度、先生が田村市での仕事があり、喜多方に来てもらえるので
あればその次の日だけしかない、ということがありました。でない
と、海外出張も含め、しばらく喜多方に来てもらうのが無理でした。
それではということで、朝早く三春の宿舎まで車でお迎えに行き、
喜多方市役所で午前に一つ、午後に二つ、会議をお願いし、夜は懇
親会で懇談してもらい、それから車で猪苗代駅までお送りし、ＪＲ
で帰ってもらうという、とんでもないお願いをしました。
それでも先生は、「送り迎えさえしてもらえれば、時間のある限り
会議はいくらでもできるから。」と、穏やかな口調で言ってくれま
した。本当に、タフだなと思いました。しかし、この時すでに病気
であったということは、本当にずーと後になってから分かったとこ
ろでした。先生には、本当に感謝の気持ちでいっぱいです。■

◆北沢先生との思い出
伊関：先生はお父さんの仕事の関係で小中時代

を喜多方で過ごしていた。当時は直接面識が

あったわけではないが、北沢先生は学校の後輩

にあたる。先生は昭和電工の社宅に住んでい

たのだけど、社宅に住んでいる人というと皆

ちょっと都会的な雰囲気だった。

長島：東大の教授というとどうしてもとっつき

にくい感じがしてしまうが、先生が喜多方育ち

だと知るとやっぱり話しやすかったね。

冠木：先生にはおそらく喜多方に育てられたと

いう意識があって、行政も民間もあまりお金を

出さない中で、ボランティア的に関わってくれ

ていたというのはあるかもしれない。

長島：先生はほんとにまちの人のことをよく

知っていて、まちづくりを進めるにあたっての

人選についても真剣に考えてくれていた。

先生は場のとりまとめが上手で、シンポジウム

の際にみんなが思い思いに話したものを最後に

きれいに纏めてくれる、そうした姿が印象に

残っている。

冠木：個人的な思い出としては、市役所通り拡

幅に伴う立退きに先だって若喜商店の建物を登

録有形文化財にしたときかな。その登録の直後

に北沢先生が現われて、先生ならではの行政 /

学者両方の目線からのアドバイスをもらった。

市役所通り問題を巡っては 2005 年に市役所

通りをよくする会という組織が結成されるが、

先生はそうした種を喜多方に蒔いてくれた。い

ろんな人がバラバラにまちのことを考えていた

のが、このあたりから纏まり始めたね。

でもまさか北沢先生が病気だったのは誰も知ら

なかった。一度、体調が悪いから和室で休ませ

てくれ、と言われたことがあっておかしいなと

思ったことはあるし、酔ったときに「俺、癌な

んだよね」と言われたような気もするけど、そ

の時にはまさか病気だとは思わなかった。9 月

か 10 月に北沢先生が臥せていることを喜多方

の人から知らされて、11 月にお見舞いに行っ

たりしたね。

矢部：別宅にいたんだよね。すぐ治して帰るよ、

という感じだったのに。

◆北沢先生が喜多方に遺したもの
冠木：先生の功績は市役所通りも大きいけれど、

なにより小田付のまちづくりの形をつくったこ

とだと思う。伝建の話も北沢先生があってのこ

とだった。

矢部：小田付はふれあい通りの影響を受けて景

観協定から伝建へと進んでいった経緯がある。

その頃にはもう北沢先生は直接的には関わって

いなかったのだけど。

冠木：北沢先生は駅前通りから関わっていた。

先生が喜多方で関わっていたのは 2001 年～

2009 年だったが、存在感は大きかったね。

長島：東大の院生は 2007 年に活動を終えた

けど、今は野原卓先生つながりで横国大の学生

が卒論調査で来るなど縁が続いている。

冠木：ふれあい通りのアーケード撤去は北沢先

生とは関係なかったかな？

長島：アーケード撤去は先生と直接的には関係

ない。でも撤去のための調査を先生たちにやっ

てもらっていた。撤去したほうがいいというこ

とは日頃から言われていた。

伊関：撤去された直後はちょっと異様に見えた

が、やっぱり蔵があることだし、蔵を見せるに

は撤去したほうがいいなってなったね。

矢部：修景まで面倒見てくれたんだよね。

長島：2008 年に纏めてアーケードを撤去して、

街路灯の整備、ファサードの統一などの修景を

行ったが、撤去後の方向性については野原先生

たちが描いてくれた。だから修景の方向を間違

えずに済んでいる。北沢先生からアーケードを

撤去した後どうするかはについては直接聞いて

はいないが、撤去後のビジョンは野原先生に

しっかりと伝わっていたのだと思う。

矢部：市役所通りはどうだったのかな？

冠木：行政側と、市役所通りをよくする会の論

客である星さんたちとが対立していたのだが、

その間に立ったのが北沢先生。残地をまとめて

整えて、皆が残れる仕組み作りをしようという

ことで決着したが、あの手法はやはり行政にい

た人でないと見いだせなかったと思う。

矢部：話し合いの仲裁のためにも市役所に来

ていたよね。先生が奥さんの運転する車から

「よぅ」って現れた姿を憶えている。

◆これからの喜多方について
冠木：北沢先生の働きかけによって、前市長の

頃には役所にまちづくり推進課が設けられてい

たが、合併や市長の交代を経て部署の見直しが

行われ無くなってしまった。背景には郡部の町

村が一緒になったことがあるかな。

長島：合併して以降、旧郡部への配慮からまち

なかへの投資が薄まっている。県の事業も終

わって、経産省の補助金も切れているので、こ

れからは市に頑張ってほしい。

伊関：伝建に関していうと、今まさに市が進め

てくれている。都市計画道路との関係で予定が

遅れているので、そのあたりの調整などを市に

は頑張ってもらいたいね。■

 Night Party － Recollect Prof. Kitazawa　　　
北沢先生を偲ぶ会

会の様子。冠木さん邸にて。

お話の最後に、 北沢先生逝
去時に当時の市長の呼びか
けで作られた文集を頂いた。北沢先生を偲ぶ会に先だってお話を伺う。

（2016 年 12 月　 山本裕司さん執筆、一部変更）



来年も都市デザイン研マガジンを
よろしくおねがいします。

編 集 後 記

1 月の予定

1/6　	 研究室会議
1/6, 20　	Urban Film Night
1/12　	 としとーく
1/17　	 修士論文題目提出
1/24　	 修士論文提出
1/30-31	 修士論文審査

訪喜初夜、美味しい日本酒を片手に、
様々なお話を聞きました。中でも、育っ
た地域が、地域の文脈が、想像以上に
影響力を持ち、人を築くことがとても
印象的でした。 —現首相は山口県出
身（長州藩）だが、先のサミットで喜
多方（会津）の酒を出したんだ。— 
約 150 年前、日本は一つの国でなかっ
たことはもちろん知っていましたが、
長い年月を積み重ねてきた上に今があ
るということを、その土地の人の言葉
に気付かされました。

お題：
北沢先生についてひとこと
酒宴のあと、「北沢先生について」と
いうお題でコメントをいただきました。

今号の２つの取材では、学生という立
場に甘えて貴重な経験をたっぷりさせ
てもらったと同時に、世界の知らなさ
も痛感しました。私にとっての回想と
は、いまだ昔の狭い視野を浮かび上が
らせるものです。でもお会いした皆さ
まは、「7 年前」を過去でもあり目標
でもあるものとして、常に今と照合し
つづけて先へと進んでいらっしゃいま
した。将来、過去の未熟さを笑っても、
過去に笑われない人間になるというこ
とも意識したいです。

今回の取材で一番印象に残ったのは、
喜多方で多くの方から聞いた「先生に
は恩があるから」という台詞だった。
おそらく喜多方限定の台詞ではないだ
ろう。地元には北沢先生に触発された
人が大勢いて、これからのまちづくり
の担い手として活躍している。片や
UDC のほうは全国に広がり、組織と
して一定の型を確立してきている。北
沢先生が生前に蒔いた種は長い時間の
なかで後継者たちに引き継がれ、実を
結びつつあるようだ。

　　沢先生を偲ぶ会、「続きはお酒を飲みながら。」という冠
木さんの提案を受け、途中で場所を移して居酒屋へ。２次会
は皆でラーメン屋に入るのが喜多方スタイルのようだ。学生
数人対地元の方数人というメンバーでの懇親会は新鮮で、あ
たかも喜多方プロジェクトを体験しているかのような楽しい
一夜だった。喜多方の皆様、ありがとうございました。

北
夜の宴にて

１次会のようす 2 次会のようす

田 中 雄 大 中 村 慎 吾松田 季詩子

１次会の最後に撮った１枚。１次会からは、まちあるきの際にお世話になった芳賀さん及び設計まちづくり
テントの高橋梢さん、そして市職員の山中雄志さんにも駆けつけていただいた。


